
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北海道教育大学附属函館小学校  第５号 （令和８年７月２3 日発行） 

 ６月 24日（水）から 26日（金）までの３日間、岩手県・青森県への修学旅行が行われました。この日に向

けて、５年生の段階から実行委員を中心に、自主研修の行程づくりやホテルでの過ごし方など、さまざまなこ

とを話し合い、準備を重ねてきました。「附属函館小学校の代表」であることを意識しながら臨んだ修学旅行で

は、旅行中も規律を守り、立派に活動する姿が多く見られました。 

２日目の朝食中には地震が発生しましたが、旅行会社と的確な連携をし、教員と子供たちで余震時の対応を

丁寧に確認することで、安全を最優先にしたうえで自主研修を実施することができました。各班に渡されたス

マートフォンで随時連絡を取り合い、GPS で位置情報を確認しながら、教員が常に見守る体制を整えて取り組

みました。子供たちは、知らない土地で不安もあったと思いますが、互いに声をかけ合い、協力しながら一丸

となって取り組んでいました。最後まで予定通りにやりきった姿は、「附属小の最高学年」としてふさわしい大

きな成長だったと感じます。 

１学期は、１年生サポート、桐の子スポーツ祭、そして修学旅行と、最高学年として責任ある活動が続きま

した。一つひとつの取り組みを通して、思いやりや協力の大切さ、目標に向かって努力する力など、多くのこ

とを学んだことでしょう。この４か月の経験が、今後の学校生活や次の挑戦への自信につながることを願って

います。 

 私たち６年生は修学旅行のテーマである「6memory:挑戦、探究、団結、継続、信頼、笑顔」に常に向かい、岩

手や青森の歴史や文化を探究してきました。このテーマを達成するために６年生全員がどうすれば良いかを考え

行動してきました。また、修学旅行をより良いものにするために４つの部の「生活部」「保健部」「研修部」「報

道部」を設け、それぞれの部が中昼休みも話し合いの時間に使うなどして責任をもって活動してきました。 

 修学旅行当日では、計画通りにいかなかったり、地震などのハプニングもあったりしましたが６年生全員が団

結して冷静に対応することができました。そして、修学旅行を通して時間を守る大切さや社会のルールを守る大

切さを学びました。 

 来年の６年生は自分たちで修学旅行を作り上げたり、仲間のために行動などをしたりして、附属函館小学校の

伝統を引き継いでほしいです。私たちはこれからも学年目標の「BOLT」に向かい続け、修学旅行での学びを学校

生活や桐の子発表会そして、中学校へ生かしていきます。         R８ 修学旅行実行委員長 笹 瑶夏 

              修学旅行 実行委員長 木村 瑛太 

 

重川 莉穂（かさねがわ りほ）さん  
  

教育大学函館校の財務グループより参りました。附属函館小学校で働けること           

がとても楽しみです。これからどうぞよろしくお願いいたします！ 

 

 
 

北海道教育大学函館校より着任されました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

いよいよ ７月２７日(月) 北海道教育大学附属函館小学校 研究大会 

3 日(月) 桐の子会「ワッショイはこだて」参加（申込者のみ） 

10 日(月) 学校閉庁日（～14 日） 

20 日(木) ２学期始業式（給食なし ３時間授業 11:00 下校）   教育実習開始（～９月 16 日） 

21 日(金) 
全学年水曜時程(１年生 12:55、２～６年生 13:40 下校)   ６年第２回進路希望調査配付日 

水泳学習(1,2 時間目５年生、3,4 時間目２年生) 

24 日(月) ２計測（1,6 年）   水泳学習(1,2 時間目３年生、3,4 時間目４年生) 

25 日(火) ２計測（2,5 年）   児童会活動日・桐発実行委員会   夏のチャレンジ展保護者鑑賞日(中・昼休み) 

26 日(水) 
２計測（3,4 年）  水泳学習(1,2 時間目６年生、3,4 時間目２年生) 

夏のチャレンジ展保護者鑑賞日(中休み)     

27 日(木) 夏のチャレンジ展保護者鑑賞日(中休み)    給食費、PTA 会費引落日 

28 日(金) ６年生第２回進路希望調査提出締切日   第２回通学路会議(５時間目) 

31 日(月) HyperQU 検査(全学年) 

 

 ５年生は、６月 18 日(木)19 日(金)に宿泊研修を行いました。この研修には、来年度の修学旅行に向けた事

前学習の側面もありますが、それ以上に、集団での生活を通して協力する力や、自分たちで話し合って物事を

決める力を育てることを主な目的としています。 

これまで子供たちは、実行委員長を中心に、宿泊時のルールを話し合ったり、各部の役割分担を考えたりし

ながら、主体的に準備を進めてきました。当日も、実行委員や室長、部長、自主研修リーダーを中心に、互い

に支え合いながら取り組む姿が見られました。仲間との関わりを通して、自分の役割を果たすことの大切さや、

集団の中で考えて行動する力を、実体験として学んだ２日間だったと思います。 

同じ時期に６年生の修学旅行が行われていたこともあり、５年生は６年生が 

企画・準備を進める様子を目にする機会が多くありました。こうした６年生の 

姿から得た気付きも、今回の宿泊研修に生かされており、その学びは来年度の 

修学旅行にも自然とつながっていくことでしょう。今回の経験を通して子供た 

ちが育んだ力は、これからの学校生活、そして次年度の修学旅行においても、 

必ず大きな支えになると期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケガに気をつけて、有意義な夏休みをお過ごしください。大きなケガや事故があったときには、 

学校（46-2235）までご連絡ください。始業式の日に元気な子供たちに会えることを楽しみにしています。 

 私たちは、テーマ決めから報告会まで学年全員で力を合わせ宿泊研修を創り上げて来ました。テーマは「思い

出」お互い助け合う、もっと、一緒にです。そこで、頑張ったことは、実行委員として自分のことだけでなく他

の人にも目を向け行動することです。ですが、報告や相談、計画を立てる力が不十分で学年を困らせてしまうこ

とがありました。宿泊研修を見通しながら計画を立てること、全員でできる計画を立てることが大変でした。そ

して、私達は宿泊研修を通して成長したことがあります。テーマに向かうために行動したり、自分達で授業や自

主研修などの計画を立てる力、振り返る力がつきました。私たちはこれからも「Go for it」という学年目標に

向かって頑張ります。計画を立てる力や助け合う力、振り返る力などをこれからの学校生活にも生かしていきた

いと思います。修学旅行では、絶対に実行できる時間の使い方などの計画を立てたいです。来年、実行委員を目

指している人は、見通しを持って、実行できるような計画を立てると、よりよい宿泊研修になると思います。                       

R8 宿泊研修実行委員一同 


